
 

 

 

 

 気温２０℃と初夏を思わせる記録的な温
かさから一転、冬寒の平成３１年３月２３日
(土)午後１時より午後６時まで、東京・調布
にある電気通信大学で日本品質管理学会（Ｊ
ＳＱＣ）主催《第８回科学技術教育フォーラ
ム》が「科学技術立国を支える問題解決教育
～新学習指導要領の円滑な実施に向けて～」
をテーマに開催されました。 
 統計数理研究所、日本統計学会、応用統計
学会、日本信頼性学会が共催、文部科学省、
総務省の協賛、日本科学技術連盟、日本規格
協会、統計関連学会連合、横断型基幹科学技
術研究団体連合に後援頂きました。 
 今回は先生方の関心事、実施が迫る「新学
習指導要領」に関連し、尽力された文部科学
省の長尾視学官、鹿野教科調査官に登壇頂き、
また、日本初のインターネット企業ＩＩＪ創
立者の一人である浅羽取締役から最新の情
報と教育への期待をお話し頂きました。 

第１部《招待講演》ではＪＳＱＣ副会長で
ＩＩＪイノベーションインスティテュート
の浅羽取締役が「社会の大変革を乗り切るた
めの次世代教育への期待」、続いて文部科学
省初等中等教育局の長尾視学官が「新学習指
導要領“数学科”の円滑な実施に向けて」、同
じく文部科学省生涯学習政策局情報教育課
情報教育振興室の鹿野教科調査官が「新学習
指導要領“情報科”の円滑な実施に向けて」、
統計センターの山下氏が「教育用標準データ
セット(SSDSE：Standardized Statistical 
Data Set for Education)を利活用した問題
解決教材の提案」をテーマに講演しました。 
第２部《総合討論》は統計センターの椿広

計理事長の司会で進められ、講演及び探求的
学習における評価法などへの質問やご意見
に対し、講演者が答える形で行われました。 

 最後に東京学芸大学の西村教授が閉会挨
拶を行い、午後６時に終了しました。
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第１部の《招待講演》では、最初に主催 者側から日本品質管理学会副会長でＩ

 

 

 開会に先立ちＴＱＥ特別

委員会の委員、電気通信大学

の横川准教授からオリエン

テーションが行われました。 

 

 
 開催に際し日本品質管理
学会ＴＱＥ特別委員会の鈴
木委員長が講演者・参加者へ
の謝意とともに、データ駆動
型社会などの新たな時代を
迎え、参加者に本フォーラム
の目的と人材育成への思い
を伝えました。 
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第１部《招待講演》最初は

ＪＳＱＣ浅羽副会長（ＩＩＪ

イノベーションインスティ

テュート取締役）が「社会の

大変革を乗り切るための次

世代教育への期待」をテーマ

に行いました。 

企業の壁を越えてつなが

るインターネットの第三の

波により破壊的な変化が生

じている今日、情報の正しさ

を見極め、多様な価値観を受

け入れられるとともに、自ら

の手や身体を動かし、自分の

頭で考え行動し、新しいモ

ノ・コトの組み合わせから新

しい価値を生み出す柔らか

い思考と想像力の育成の大

切さを強調されました。 

 
３ 



 

 

 招待講演の二人目は文部
科学省初等中等教育局の視
学官の長尾先生、ご多忙の中、
登壇頂きました。 
 よりよい学校教育を通じ
てよりよい社会を創ること
を目指し、“社会に開かれた
教育課程”の理念の下、新学
習指導要領の柱書にある“数
学的な見方・考え方”、即ち、
事象を数量や図形及びそれ
らの関係などに着目して捉
え、統合的・発展的(小)、論
理的(小中高)、体系的(高)に
考えることの大切さをあら
ためて強調され、これらの意
味を判り易く説明しました。 
 統合的とは「三平方の定理
⇔余弦定理⇔ヘロンの公式
⇔円に内接する四角形の面
積」のように、いくつかの知
識を一つの概念の基にまと
めることとの説明がありま
した。 
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 続いて文部科学省初等中
等教育局情報教育・外国語教
育課情報教育振興室の鹿野
教科調査官が《新学習指導要
領「情報科」の円滑な実施に
向けて》をテーマに講演しま
した。 
 新学習指導要領における
情報教育では、予測困難な社
会において重視されるプロ
グラミング及び統計教育が
強化され、特にプログラミン
グについては、繰返し学習が
大切であることから小中高
で段階的に学ばれることに
なったことが紹介しました。 
 各教科の中で問の発見・題
解決の体験を与えることが
重要である、情報Ⅱは数学と
連携しデータサイエンスへ
の基礎教育とすることを含
め、情報化社会へ向けた本教
育の重要性が示されました。

 

 

５ 



 

 
 招待講演最後は「教育用標
準データセット（SSDSE）
を利活用した問題解決教材
の提案」について統計センタ
ーの山下氏が講演しました。 
 統計センターが公開して
いる SSDSE は社会問題解
決力育成に資するデータセ
ットとして開発されました。 
 現在、SSDSE を中心に、
中・高向けの教材開発及び高
校生を対象にした統計デー
タ分析コンペティションと
いった支援を紹介しました。 
 教材は、分布の可視化によ
る問題発見、比較のための指
数化など、実際的な問題解決
の方法を示したものです。 

 コンペティションで受賞
の生徒のインタビュー映像
が示され、問題解決と受賞を
通して主体性や自信が育ま
れたことが紹介されました。
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 第２部の初めに、電気通信
大学の横川准教授が登壇し、
教育関係者並びに企業関係
者を対象として実施したア
ンケート調査について分析
結果の速報を行いました。 
 日本の科学技術や産業競
争力復興の一助となる人材
育成という目的に対し、問題
解決教育に関する学校・企業
の現状とニーズの関係を明
らかにし、両者の協力関係の
可能性について示されまし
た。求められる人材像は、基
礎学力の育成と並行して、デ
ータを選択、分析して本質を
理解し、仮説を立てて結論を
導き出す能力を有すること
であることが示されました。
またその育成のため、ＴＱＥ
に関する情報発信の活性化
が重要であること、産学によ
る統計教育プログラムの開
発と教材提供が鍵となるこ
とが明らかにされました。
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 第２部の総合討論は統計

センターの椿理事長が司会

を務め、第１部で登壇した講

演者に対し、種々質問や意見

が寄せられ、指名された講演

者が具体的に回答しました。 

 また、ＴＱＥ特別委員会の

鈴木委員長が会場にて配布

された産官学協同による「デ

ータ駆動型社会と新学習指

導要領」に関するＪＳＱＣ機

関誌“品質”の特集号の抜

刷について紹介し、委員会が

目指す方向を提起しました。 
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 最後はＴＱＥ特別委員会
委員でもある東京学芸大学
の西村教授が閉会挨拶に立
ち、当日の朝日新聞朝刊の記
事「私立中入試、思考力問う」、
慶應湘南藤沢中では「正解は
一つではない‥見るのは説
明する力」など、教育環境の
変化について紹介しました。 
 教育改革が進む中、教材、
教師、入試等、Good Practice

は確実に増えており、教科横
断型 STEM、理数探究など
実装化が鍵、その必要性を訴
えると共に、新しい教育を創
る思いをもって取り組んで
欲しいと話されました。 

 また、教師の意識が生徒の
学びに直結することから、今
後も熱心に取組んで頂きた
いと結びました。 
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